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• ⼈⽣100年時代を迎え、⽣涯を通じて健やかに過ごすためには、運動・スポーツを通じて健康増進や健康
寿命の延伸を実現していくことが必要不可⽋であり、特に幼児期から望ましい運動習慣を⾝につけること
が、⼦供の体⼒向上はもとより、成⼈以降のスポーツ習慣や⾼齢期以降の健康保持にも⼤きな影響を及ぼ
すと⾔われている。 

• 埼⽟県横瀬町のウォーキングに関して「歩育プログラム」を実施することで、幼児期から望ましい運動習
慣を⾝につけることを提案。 

■ 横瀬町について 

• 埼⽟県北⻄部に位置し、秩⽗郡に属する町。⻄武池袋線池袋駅より特急で約1時間10分。 

• 社会的な少⼦⾼齢化に伴い、町の⼈⼝は平成7年の10,194⼈をピークに減少傾向に転じている（令和 

4年7⽉1⽇現在7,896⼈） 
• 我が国の⼈⼝趨勢と同様、少⼦⾼齢化、⽣産年齢⼈⼝の減少傾向にあるが、⼀⽅で、当町が数年前よ

り官⺠連携で実施してきた街づくりプロジェクトの成果もあり、 

★住み続けたい⾃治体ランキング（令和3年⼤⼿住宅情報サイト調査）で⾸都圏TOP50（埼⽟県
内で4位）にランクイン 

★当町への転⼊者数は毎年250⼈前後で推移（⼈⼝8,000⼈規模の全国の⾃治体と⽐較しても⾼い 
数値）を出している 
 

 

 

 

 

 

１．事業趣旨 

※転出者数も多いが転⼊者数も⼀

定数あり、町に住む学⽣等からの

アンケートでも、町内での雇⽤が

あれば横瀬町に安住したいという

意向がある 
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 1-1.事業趣旨「⽇本⼀歩きたくなる町プロジェクトについて」  

• 町⺠の健康促進と、観光振興を⽬的に、
令和3年10⽉よりスタート 

• ⼀般社団法⼈⽇本ウオーキング協会と
包括連携協定の締結 

• 町⺠⼀丸となった「地球⼀周（40,000 

㎞）チャレンジマーチ」の開催 
• 町内の魅⼒あるウォーキングコースの

選定 

• ウォーキング指導者の育成 

• 「町⻑と歩こう」等、様々なウォーキ
ングイベントの開催 

 

こうした取り組みにより、町⺠の運動習慣向上が図られ
てきている。 

 

 

 

学童保育室の協⼒を得て作成した地球⼀周チャレンジマーチの掲⽰板 
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横瀬町 
健康⼦育て課 教育委員会 

実践対象施設 ⼀社）⽇本ウオーキング協会 

・横瀬保育所 プログラム実践 歩育コーチ 
よこぜｳｫｰｷﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 
園職員・児童館職員 

検証 

データ検証･評価 
豊岡短期大学 中村容⼀教授 
株式会社 クリアサイト 

（図１） 

 
 

 

１）関係課及び関係団体等の連携 

実施に当たっては横瀬町健康⼦育て課と連携をしながら取組を実施（図１） 

２）専⾨的知⾒や豊富な実践、経験を有するアドバイザーの活⽤。 

豊岡短期⼤学 中村容⼀教授監修及び 幼児教育施設（株式会社クリアサイト）のプログラム提供 

3）横瀬町の歩育コーチの実施 

（⼀社）⽇本ウオーキング協会認定資格 「歩育コーチ」を中⼼に歩育プログラムを実施することで、地

域との連携を図る。 

 

 

 

２．事業実施体制 
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■ 本事業内容 

 

保護者の運動遊び関する意識調査 
＜運動遊びを促進するための基礎調査＞ 

1) 対象とする幼児の保護者を対象に現状の運動習慣や⽣活の調査を⾏い、本取
組に反映させる。 

 

歩育プログラムの作成・実践 
＜幼児への運動能⼒調査及び運動遊びを経験できるプログラム提供＞ 

1)   ⽣涯にわたり必要な体⼒を⾼めるための基礎的な運動プログラムを提供する。 

2) 調査をふまえ、保護者の求めに応えられるオリジナルプログラムを作成する。 

3) 横瀬町歩育コーチ（⽇本ウオーキング協会認定）により、横瀬町オリジナル
歩育プログラムを実践する。 

 

 

効果測定 
＜保護者・保育園に啓発に役⽴てるための資料づくり＞ 

 
1）プログラム実践の前後で、⼦どもたちの運動器の発達、運動能⼒の向上を 

客観的に把握する。 
 
2)  プログラムの効果について、園職員、保護者への報告会を実施すること    
  よって運動の継続的取組みの⼤切さを啓発する。 

  

３．事業内容 

事業3 

事業２ 

事業１ 
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１）⽇常の⽣活における意識の変化を把握すること 

 

２）歩く⼒を⾼め、運動習慣に役⽴つオリジナルプログラム 
を提供する   

 
 
 
３）オリジナルプログラムの提供することにより得られた効果 

を明らかにする 

4. 事業の⽬的 
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事業１ 

●実施⽇︓5⽉・11⽉ 

●実施内容︓保護者に対し、⽇常の⽣活における運動習慣の実態、保
護者⾃⾝の運動習慣、⽣活に関する意識調査を実施 

 

 

●実施⽅法︓アンケート調査（保護者） 

1）説明会時に対象とする幼児の保護者に協⼒を得て、現状の運動習
慣や⽣活の調査の実施。（5⽉実施） 
※調査数︓19名 

 

2）歩育プログラム実施後のアンケート（⼀部内容は5⽉アンケー
トと同様） 

 

3) 実施保護者の歩育プログラムの継続の必要性を設問に追加。
（12⽉実施） 

※調査数︓17名 

 
 

 

5．事業内容の詳細︓事業1 



 
 
 

5-1 .保護者の運動遊び関する意識調査〈運動遊びを促進するための基礎調査〉 

 

【お⼦様の出⽣時後の状況について教えてください】 

【設問１】お⼦様の出⽣順位は︖ 
第 何 ⼦ ⼈ 数 

第 1 ⼦ 9 名 

第 2 ⼦ 6 名 

第 3 ⼦ 2 名 

第 4 ⼦ 2 名 

 
 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

第1⼦ 

47% 
第2⼦ 

32% 

第3⼦ 

10% 

第4⼦ 

11% 

(図2) 



 
 
 

 
 

【お⼦様の発達の状況について教えてください】         

 

 

 
何ヶ⽉頃 ⼈ 数 

2ヶ⽉頃 0 名 

3〜4ヶ⽉頃 17 名 

6ヶ⽉頃 2 名 

 
 
 
 

何ヶ⽉頃 ⼈ 数 

8ヶ⽉前頃 5 名 

8〜10ヶ⽉頃 10   名 

1歳頃 2 名 

しなかった 2 名 
 
 
 
 
 
 
    

何ヶ⽉頃 ⼈ 数 

1歳前頃 4 名 

１〜1歳半頃 15   名 

2歳頃 0 名 

その他 0 名 

5-2 .保護者の運動遊び関する意識調査〈運動遊びを促進するための基礎調査〉 

3〜4ヶ⽉頃 

89% 

6ヵ⽉頃 
11% 

(図3) 
【設問3】ハイハイするようになったのはいつ頃ですか? 

8〜10ヶ⽉頃 

54% 

 

8ヶ⽉頃 

26% 

 

しなかった 

10% 

 8ヶ⽉頃 

10% 

 

【設問2】⾸すわりはいつ頃ですか? 

1〜1歳半頃 

79% 

 
(図5) 

(図4) 

【設問4】ひとりで歩けるようになったのはいつ頃ですか? 1歳前頃 

21% 
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【設問５】普段は何時頃に就寝しますか? ⼜、何時頃に 

起床しますか? 

 
 

 
21:00 

 
 

 
21:30 

 
 

 
22:00 

 
 

 
23:00 

就寝時間 
 

     
 

 

    

 

 

 

  
    

  
 
 

0 2 4 6 8 10 1

 

（図６） 

起床時間 
 

5:30 

 
6:00 

 
6:30 

 
7:00 

 
7:20 

 
7:30 

 
8:00 

 
0 2 4 6 8 10 12 

5⽉調査 

11⽉調査 

（図7） 

5-3.保護者の運動遊び関する意識調査〈運動遊びを促進ための基礎調査〉 
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5-4.保護者の運動遊び関する意識調査〈運動遊びを促進するための基礎調査〉  

                                                                          5⽉調査 
11⽉調査 

【設問6】朝ごはんを⾷べますか? 
 
 
 

 

⾷べない 
 

 
⾷べない⽇が多い 

 

 
⾷べる⽇が多い 

 

 
⾷べる 

18 

 
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 

（図 8） 
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0 

 
0 

0 
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14 

 

 

 1 
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5 

4 

1 

2 

3 

 

●お⼦様の運動習慣について教えてください  
   5⽉調査 

11⽉調査 

【設問7】お⼦様が主に遊ぶ場所はどこですか?（複数回答可）
 

・家の中 
・公園 
・家の庭 
・路地、空き地 
・園庭、校庭 
・その他 

 
 
その他 

 

遊ぶ場所 
 

 

 
 
 
 
 

（図９） 
【設問8】遊ぶ場所は屋内と屋外とどちらが多いですか︖ 

屋内or屋外 
 
 
 
 
 

 
8 

 
 
 

 

 
0 2 4 6 8 10 

5-5 .保護者の運動遊び関する意識調査〈運動遊びを促進するための基礎調査〉 

屋外 0 
1 

どちらかといえば屋外 4 

どちらでもない 6 
6 

どちらかといえば屋内 7 

屋内 1 
0 

2 

（図10） 

0  1  2  3  4  5  6  7  8

園庭 

路地 

家の庭 

公園 
 

家の中 
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5⽉調査 

11⽉調査 
 
 

 

 

とてもよく遊ぶ 

 
よく遊ぶ

ふつう 

少ししかしない

全くしない 

    

 
 

       

 

 

       

 

  
      

 

 

     

 

 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 

（図11）
【設問10】お⼦様とご家族の⽅が⼀緒に体を動かす運動 

(遊びや散歩など)をしていますか? 
 

ほぼ毎⽇ 
 

週3−4回 
 

週2-3回 
 

週1回 
 

⽉1-2回 
全くしない 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 

5-6.保護者の運動遊び関する意識調査〈運動遊びを促進するための基礎調査〉 

（図12） 

【設問9】お⼦様は体を活発に動かす遊びをしますか? 
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●体を動かす遊びや運動。スポーツに対する保護者の考えについて 
5⽉調査 

11⽉調査 

【設問11】体を動かす遊びや、運動・スポーツをする時間があるなら塾に⾏
ったり、勉強したりする⽅がよい         

                                                                                                                                              
そうは思わない 

 
どちらかといえばそう思わない 

 

どちらともいえない  

どちらかといえばそう思う 

 
そう思う 

 
0 2 4 6 8 10 12 

（図13） 
 

【設問12】お⼦さまにとって、体を動かす遊びや運動・スポーツをする時間は重要

だ 
 
 

そうは思わない

どちらかといえばそう思わない 

どちらともいえない

どちらかといえばそう思う 

そう思う 
 

0 2 4 6 8 10 12  

5-7. 保護者の運動遊び関する意識調査〈運動遊びを促進するための基礎調査〉 

       

 

 

  
 

 

       

（図14） 
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5⽉調査 
11⽉調査 

【設問13】ご⾃⾝にとって、運動・スポーツをする時間は重要だと思う 
 

そうは思わない 

 
どちらかといえばそう思わない 

 
どちらともいえない 

 
どちらかといえばそう思う 

 
そう思う 

 
0 2 4 6 8 10 12 14 

 

（図15） 

【設問14】⼦どもにとってカラダを動かす遊びやスポーツは得るものが多いと思う 
 

 
そうは思わない 

 
どちらかといえばそう思わない 

 
どちらともいえない 

 
どちらかといえばそう思う 

 
そう思う 

 
0 2 4 6 8 10 12 

（図16） 

5-8.保護者の運動遊び関する意識調査〈運動遊びを促進するための基礎調査〉 
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5⽉調査 
11⽉調査 

【設問15】家族で⼀緒に体を動かす遊びや運動、スポーツをする機会をなるべく
つくるようにするべきだと思う 

 
そうは思わない 

 
どちらかといえばそう思わない 

 
どちらともいえない 

 
どちらかといえばそう思う 

 
そう思う 

 
0 2 4 6 8 10 12 

（図17） 

【設問16】⾃分⾃⾝も、運動・スポーツをする機会をなるべくつくるよ
うにするべきだと思う 

そうは思わない

どちらかといえばそう思わない 

どちらともいえない

どちらかといえばそう思う 

そう思う 
 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
 

5-9. 保護者の運動遊び関する意識調査〈運動遊びを促進するための基礎調査〉 

         

 

 

 

 

  

 

 

       

 

  
        

（図18） 
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実施遊び運動例 
１，いろいろな動物あるき  ２，かっぱあるき 
３，ハードル歩き〜ジャンプ ４，スラックレール 
５，反発マット⾛り 

 
 

事業２ 歩育プログラムの提供＜運動遊びを経験できるプログラム提供＞ 

１）歩育プログラムの内容 
講師（⼀社）⽇本ウオーキング協会 歩育指導⼠ ⼤野 洋⽒ 
⼤野⽒を中⼼に⽇本ウオーキング協会普及活動事業部・株式会社クリアサイト指導
員とプログラムを進める。 

プログラム開催の内容は後半別紙（参考資料）にて報告 

・保育時間内で歩くために必要なからだ作りをするためのコーディネーション運動
を中⼼としたオリジナル歩育プログラムとして、運動遊びをすることで姿勢よく歩
くことを⽬指す。 

家庭でも⾏うあそび歩育プログラムを「歩育だより」（広報別紙）に掲載。 

あしゆびじゃんけん・おしりあるき・落とさず歩こう 

 

２）実践回数 
横瀬町保育所において調査した結果を元に横瀬町オリジナル歩育プログラムを
毎回30分程度計16回開催     年少30分・年⻑45分 

※歩育プログラム実施⽇ いずれも⽉曜⽇ 
６⽉ ５⽇、１２⽇、１９⽇、２６⽇ 
７⽉ ３⽇、１０⽇、２４⽇ 
８⽉ ７⽇、２１⽇、２８⽇ 
９⽉ ４⽇、１１⽇、２５⽇ 

１０ 
⽉ 

２⽇、１６⽇、 
22⽇(東京ベイサイドツーデーマーチ「こどもウォーク参加」) 
23⽇（測定⽇予備⽇） 

6.事業内容の詳細︓事業2 
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参考資料① 
歩育プログラム実施報告例 

 
■横瀬町保育研究プロジェクト指導内容     

        

・⽇時 R5/6/19(⽉) ・対象 年少 ・⼈数 6⼈ 
・指導者 ⼤野・森岡   

        

時間 ⼤項⽬ 詳細内容 ねらい 
9:45挨拶 名前を呼び⼿をあげる ・返事等で体調等確認 
9:47ミラートレーニン 

グ ⼿遊び(グー・パー) ・簡単なものから導⼊ 
  

⾝体でじゃんけん ・まねて覚える 
・徐々にスピードを上げる 

9:50かっぱあるき 頭上のハンカチを落とさな 
い ・姿勢が良くなる歩き⽅ 

  ※少しずつ距離を伸ばす  

  踵から着地を意識 ・転倒しない歩き⽅ 
    

10:00 ⽔分補給  

 ハードル歩き 前歩き ・真直ぐ歩く（⾜指が進⾏⽅向) 

   ・膝の使い⽅(特に後ろ⾜) 

  横歩き(かにさん歩き) ・股関節を広げる(可動域拡⼤) 

    

10:10ぐるりぐるり 2⼈1組で先⽣の周りを回る ・敏捷性を養う 
  ・タッチすると順番が変わ 

る 
 

    

10:15終了   

    

●問題点・課題   

➀ 挨拶の後で、今までやってきた事で覚えてることを⼦供から聞くのも良い。 
➁ 最後に今⽇の内容で楽しいかった事を聞けたのは良かった。 

 

●次回への課題   
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■横瀬町保育研究プロジェクト指導 
内容事例 

    

・⽇時 R5/6/26(⽉) ・対象 年少 ・⼈数 ６⼈ 
・指導者 ⼤野   

        

時間 ⼤項⽬ 詳細内容 ねらい 
9:45挨拶 名前を呼び⼿をあげる ・返事等で体調等確認 
9:47ミラートレーニング ⼿遊び(グー・パー) ・簡単なものから導⼊ 

  
⾝体でじゃんけん ・まねて覚える 

・徐々にスピードを上げる 

9:50V字バランス お尻を中⼼に上体と両⾜ 
を上げる。 

・体幹強化 
・⻑く姿勢を保つ 

 
⼀本橋 腕⽴て伏せの状態で、お 

尻を真っすぐに保つ 
・体幹強化 
・⻑く姿勢を保つ 

9:55かっぱあるき 頭上のハンカチを落とさ 
ない ・姿勢が良くなる歩き⽅ 

  ペンギン・キリンなど ・つま先上げ、踵着地を意識 
10:00 ⽔分補給  

 

踏み台昇降 
台の上（ステージ）に
⽚⾜ずつ連続して昇り
降り 
する 

・膝を上げ、⾝体を押し上げる 

   ・テンポよく連続して⾏う 
 

両⾜ジャンプ 台の上（ステージ）に両 
⾜で乗る 

・⼿の振りの反動を利⽤し、タイ 
ミングとジャンプ⼒をつける 

    

10:10反発マット マットの間隔を徐々に広 
げ歩幅を⼤きくする ・反発⼒を感じ、⾛⼒をつける 

10:15終了   

    

    

●問題点・課題   

⽋席者：いまい ゆうと/セルバンテス 
ハードル歩きは踏み台昇降に変更しました。 
ステージを利⽤した踏み台昇降は降り⽅に⼯夫が必要だと感じました。 

●次回への課題   
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オリジナル歩⾏プログラム実践前後の効果判定 
＜保護者・保育園に啓発に役⽴てるための資料づくり＞ 

2024年2⽉納品 

 

 歩育プログラム実践前後の基礎運動能⼒の変化 
・基礎運動能⼒テスト（２５Ｍ⾛・⽴ち幅跳び） 

歩育プログラム実践前後のロコモ検診の変化 
・幼児⽤運動器検診（閉塞しゃがみ⽴ち・体前屈・ブリッジ） 

 歩育プログラム実践前後の⾜裏形態の変化 
・フットルックによる⾜裏形態の分析 

 

 

事業１〜3について、事業成果報告書としてまとめ提出する。 

事業3 

7.事業内容の詳細︓事業3 



21 
 

1．測定⽅法︓30m の直⾛路を⾛ります。 
2．スタートから、 25m 地点を通過するまでの時間
を、1/10 秒単位で測ります。 

25M⾛ 

 

歩育プログラム実践前後の基礎運動能⼒の変化 

基礎運動能⼒テスト 協⼒ 株式会社クリエイト 指導員 

●測定⽅法 (２５Ｍ⾛） 
 

 

 

 

 

7-1 歩育プログラムの提供＜幼児への運動能⼒調査及び運動遊びを経験できるプログラム提供＞ 



22 
 

⽴ち幅跳び 

1．測定⽅法︓両⾜同時踏み切りでできるだけ遠く
へ跳びます。 
2．踏み切り線と着地点との最短距離を cm 単位
で測ります。 

 

歩育プログラム実践前後の基礎運動能⼒の変化 
基礎運動能⼒テスト 協⼒ 株式会社クリエイト 指導員 

●測定⽅法 (⽴ち幅跳び） 

 

 

 

 

 

 

7-2 歩育プログラムの提供＜幼児への運動能⼒調査及び運動遊びを経験できるプログラム提供＞ 
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■歩育プログラム実践前後のロコモ検診の変化 
今回のロコモ検診（運動器検診）は、ロコモティブシンドロームにならない
かどうかを⾒定めるための 
運動器の働きを診ています。幼児対象に実施するロコモ検査をベースとした
評価基準を⽤い、予防的観点から観察評価しました。 
1) 実施⽇ 
調査 5⽉22⽇（予備⽇29⽇）・10⽉16⽇（予備⽇23⽇） 

 

2) 実施内容 
運動器検診（ロコモ診断） 

協⼒ 株式会社クリエイト 指導員 

（閉塞しゃがみ⽴ち・体前屈・ブリッジ） 

 

【実施⽅法】 
      

【実施⽅法】 
      

【実施⽅法】 
     

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

①つま先と内くるぶしを合わせて⽴
ち、⼿のひらを下に向けて、両腕を
平⾏に伸ばし胸の前で⽔平の⾼さま
であげる 
②両腕の平⾏・⽔平を保ったまま、
膝を開かないようにゆっくりしゃが
む 
③しゃがんだ状態でお尻をリズミカ
ルにバウンドさせる 
④ゆっくりと①の姿勢に戻る 

※測定時、腕の位置が適正か確認し 
ながら⾏う 

 ①つま先と内くるぶしを合わせて⽴ち、
⼿のひらを下に向けて、両腕を平⾏に伸
ばし胸の前で⽔平の⾼さまであげる 
②膝を伸ばした状態を保持したまま 
③反動をつけずにゆっくりと前屈し、地
⾯に⼿をつける 

※必ず、膝が伸びているか確認する 
※反動をつかっていないか確認する 

 ①あおむけになる 
②肘を曲げ、⼿のひらを⽿の横につ
けて、膝を曲げる 
③背中・頭が地⾯につかないように
ブリッジをする 
④③の状態から⽚⾜をゆっくりあげ
る 

※静⽌した状態で評価する 

  

  

  

  

  

  

  

  

8．効果測定 



24 
 

 

歩育プログラム実践前後の⾜裏形態の変化 
・⾜裏測定 フットルック使⽤ 測定⽅法 

スキャンで⾜形を撮影 
↓ 

フットルックに撮影した画像を取り込む（ソフト） 
↓ 

画像診断 

⾜裏測定に関しては個別に案内。歩育コーチ（シューフィッ
ター資格者）がチェック。 

A.T（⼥⼦） 参考資料②⾜裏測定に関しては個別に案内。歩育コーチ（シューフィッター資格者）がチェック 

  
踵重⼼から⾜裏のバランスがとても良くなっています。⽴位姿勢がしっかりしてきているように思います。⾜指
使ってもっとバランスよくなったら、歩き⽅もとてもきれいになります。続けるとかけっこも速くなっていきま
すよ。 

（図19） 
歩育コーチ  ⾓南 

8-1 効果想定 ⾜裏形態の変化 
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年⻑(男⼦) 
 

25ｍ（秒） 

5⽉22⽇ 10⽉16⽇ 
年⻑A 6.6 6.1 
年⻑B 6.4 6.3 

 

年⻑(⼥⼦) 25ｍ（秒） 
5⽉22⽇ 10⽉16⽇ 

年⻑C 5.7 5.4 
年⻑D 6.2 6.2 
年⻑E 6.6 6.5 
年⻑F 5.8 5.5 
年⻑G 6.6 6.6 
年⻑H 6.1 6.9 
年⻑I 6.1 6.1 

 
 

（１）測定結果 （5⽉・10⽉実施） 

●基礎運動能⼒（25M⾛） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

年少(男⼦) 
25m（秒） 

5⽉22⽇ 10⽉16⽇ 

年少A 8.5 8.4 
年少B 8.8 7.3 
年少C 9.2 8.2 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

年中(男⼦) 
25ｍ（秒） 

5⽉22⽇ 10⽉16⽇ 

年中A 6.6 6.6 

年中B 6.3  
年中C 7.8 7.8 

年中D 10.8 9.3 

 
 

（図20 ） 

8-2 効果測定 基礎運動能⼒(25m⾛) 

 
 

 

年 

 

 

 

 

 

 

年年少(⼥⼦) 
25ｍ（秒） 

5⽉22⽇ 10⽉16⽇ 
年少D 8.3 7.3 
年少E 7.1 7.1 
年少F 8.8 7.5 
年少G 11.1 9.4 
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年少（男⼦）
⽴ち幅跳び（cm） 

5⽉22⽇ 10⽉16⽇ 

年少A 78 83 

年少B 51 95 

年少C 87 101 

年少（⼥⼦）
⽴ち幅跳び（cm） 

5⽉22⽇ 10⽉16⽇ 

年少D 96 107 
年少E 97 112 
年少F 68 83 
年少G 38 56 

年⻑(男⼦) 
⽴ち幅跳び（cm） 

5⽉22⽇ 10⽉16⽇ 

年⻑A 114 123 

年⻑B 109 115 

 

年⻑(⼥⼦) 
⽴ち幅跳び（cm） 

5⽉22⽇ 10⽉16⽇ 
年⻑C 142 139 
年⻑D 117 130 
年⻑E 108 126 
年⻑F 135 138 
年⻑G 134 129 
年⻑H 107 100 
年⻑I 113 121 

 
 

（１）測定結果 （5⽉・10⽉実施） 

●基礎運動能⼒（⽴ち幅跳び） 
 

※２名後半測定なし 

年中(男⼦) 
⽴ち幅跳び（cm） 

5⽉22⽇ 10⽉16⽇ 
年中A 105 119 

年中B 102  

年中C 82 94 
年中D 52  

 

  
 

 
（図21 ） 

8-3 効果測定 基礎運動能⼒(⽴ち幅跳び) 
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（１）測定結果 （5⽉・10⽉実施） 

ロコモ診断（運動器検診） （閉塞しゃがみ⽴ち・体前屈・ブリッジ） 
 

【評価基準】 閉塞しゃがみ⽴ち    【評価基準】 体前屈    【評価基準】 ブリッジ   

１=かかとを床から浮かせないと、完
全に膝を曲げた状態でしゃがめない 

 １=地⾯に指先もつかない    １=背中・肩を地⾯から浮かす 
ことができない 

 

 ２=無理なく地⾯に指先が 
つく 

   ２=背中・肩を地⾯から浮かすことは
できるが、頭が地⾯から離れない 

２=かかとを浮かせないで、お尻をリ
ズミカルにバウンドさせることができ
る 

 ３=無理なく地⾯に⼿指のつけ根（MP関 
節）がつく 

 

 ４=無理なく地⾯に⼿のひらす 
べてがつく 

  ３=頭頂もつけずに、ブリッジの状態 
を保持できる 

３=①〜④までの動作を（どう 
にか）⾏える 

          ４=３の状態から、⽚⾜をあげ 
て静⽌できる 

 

４=両⼿⽔平の状態を保ちながら、① 
〜④までをスムーズに⾏える 

                

                

 

年少(男⼦) 
しゃがみ⽴ち 体前屈 ブリッジ 

5⽉ 
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

5⽉ 
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

5月 

22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

年少A 4 4 2 2 2 2 
年少B 4 4 2 2 2 3 
年少C 4 4 4 4 2 3 

  

年中(男⼦) 

しゃがみ⽴ち 体前屈 ブリッジ 
5⽉ 
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

5⽉ 
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

5⽉ 
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

年中A 4 4 4 4 4 4 

年中B 4  4  2  

年中C 3 4 4 4 1 1 
年中D 2 4 1 1 2 2 

年⻑(男⼦) 

しゃがみ⽴ち 体前屈 ブリッジ 
5⽉ 
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

5⽉ 
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

5⽉ 
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

年⻑A 4 4 1 2 3 4 
年⻑B 4 4 4 4 3 3 

 8-4. 効果測定 測定結果 

年少(⼥⼦) 
しゃがみ⽴ち 体前屈 ブリッジ 

5⽉ 
22日 

10⽉ 
16⽇ 

5⽉ 
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

5⽉
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

年少D 4 4 3 3 3 3 
年少E 4 4 2 3 2 3 
年少F 4 4 3 3 3 3 
年少G 4 4 4 4 2 2 

 

年⻑(⼥⼦) 

しゃがみ⽴ち 体前屈 ブリッジ 

5⽉ 
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

5⽉ 
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

5⽉ 
22⽇ 

10⽉ 
16⽇ 

年⻑C 4 4 4 4 4 4 
年⻑D 4 4 4 4 3 3 
年⻑E 4 4 2 4 3 3 
年⻑F 4 4 3 4 3 4 
年⻑G 4 4 4 4 2 3 
年⻑H 4 4 3 3 2 2 
年⻑I 4 4 4 4 2 3 

 （図21） 
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【考察】 

6カ⽉という短期間での介⼊ではあるものの、歩育プログラムの継続的実践

及び幼児の⾃然成⻑に伴い、基礎運動能⼒の向上(上昇)傾向がみられた。 

今回介⼊した歩育プログラムは、（株）クリアサイトが幼児の体⼒や運動器

の向上をねらいとしたさまざまな運動⽅法を⻑年にわたり研究し、試⾏錯誤の

末体系化したものに加え、⼀般社団法⼈⽇本ウォーキング協会が、幼児に取り

組みやすいウォーキングメニューを加えた歩育オリジナルプログラムである。

（以下、オリジナルプログラム）その特徴は、①ウォーキングを楽しませる運

動⽅法の導⼊②基礎運動能⼒の向上をねらいとした構成③実践意欲を持たせる

創意⼯夫が可能なメニュー④習慣化が期待できる運動量の設定。 

特にウォーキングは実践の仕⽅次第では単調な動きとなり、飽きやすく必ず

しも楽しめる運動と⾔えないかもしれない。しかしながら、今回の介⼊では、

変化に富んだ楽しませるウォーキングメニューをオリジナルプログラムにより

導⼊したことで、幼児が積極的に取り組み、よりダイナミックに⾝体を動かす

ことができたと思われる。その結果、基礎運動能⼒にも上昇傾向がみられたと

考えられる。 

保護者に対する意識調査では、運動習慣に対する変化がみられた。特に家庭

における運動機会において増加傾向がみられたことは意義ある結果と⾔えよう。 

これまで幼児に対する運動の必要性について、多くの保護者は認識してはい

るものの幼児への影響については⼗分浸透しているとは⾔い難い状況であった

ことは否めない。しかしながら、今回のオリジナルプログラム介⼊においては、

幼児の基礎運動能⼒の向上のみならず、楽しさの要素を併せて享受できたこと

により、幼児から保護者へよい影響として浸透していった可能性が考えられる。 

 

 

 

9.考察及び結論 
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以上のことから、オリジナルプログラムの導⼊は幼児の運動実践に対する取

り組み姿勢と習慣化および保護者の運動意識の向上に寄与したことは明らかで

ある。6ヶ⽉という短期間での介⼊ではあるものの、歩育プログラムの継続的

実践及び幼児の⾃然成⻑に伴い、体⼒及び基礎運動能⼒の向上(上昇)傾向がみ

られた。 

 

 

【結論】 
 

1)オリジナルプログラムは、基礎運動能⼒の向上をもたらす有益な⽅法となりえる。 

2)オリジナルプログラムの導⼊は、幼児の運動の習慣化および保護者の運動意識や 

取り組み姿勢を⾼める最適な⼿段である。 

3)オリジナルプログラムを通じて、親⼦でおこなえる健康増進活動について広く 

周知することができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 10. 広報関係（新聞掲載） 
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横瀬町歩育事業が新聞掲載されました。 
JWAとしても⾃治体等にアピールしております。 

１）みんなの経済新聞 10⽉9⽇ 

２）9⽉26⽇ 読売埼⽟版 
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３）9⽉27⽇ 埼⽟新聞 県北・県⻄ 
 

10-1. 広報関係（新聞掲載） 
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保護者あて「歩育だより」家族でできる歩育プログラムを紹介 

10-2.広報関係（保護者向け情報誌） 
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 10-３.広報関係（保護者向け情報誌） 
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今回のような歩育プログラムを保育所で取り組みことについてご意⾒をお聞かせください。 

・休みの⽇に外遊びをできる時とできない時があるので歩育プログラ
ムを今後も続けていただきたい。 

・⾒学に⾏けなかったが、家でどんなことをしたか聞かせてくれたり、
⼦どもの意識が少し運動することへ向かっている様⼦があり、よかっ 
た。 

・成⻑していくうえで⼤切なことだと思います。 

・公園橋を祖⽗と歩く時に⻑く歩けるようになりました。 

・とても良かったと思います。今後も続けてほしいと思います。 

・家でなかなかできないので、保育所で取り組んでくれるのはとても
ありがたいです。 

・歩育プログラムで⾏ったことを楽しそうに家で⾒せてくれるので、
とてもいいと思います。 

・本⼈も参加できたようで、家でもどんなことをしたか、話したり 
やって⾒せたりしてくれました。楽しく体を動かすことができていい
と思います。 

・親が教えることのできない、専⾨的なことをしてくれるので、今後
も実施していただきたいです。 

・意識して体を動かす機会が⽣活しているだけだとなかなかないので、
とても良い取り組みだと思います。 

 
・とても良い取り組みだと思う。体の使い⽅の基礎を⼩さいころに教
えてもらえ、楽しく歩いたり動いたりすることは今後の成⻑にもつな
がると思う。 

・普通に⽣活しているだけだと、意識して体を動かすということが少
ないと思うのでとても良い取り組みだと思います。 

11.歩育プログラムを終えた後の保護者コメント（11⽉意識調査から） 
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監修︓豊岡短期⼤学通信教育部こども学科  中村 容⼀ 教授 

協⼒︓横瀬町保育所の先⽣⽅   ・ 株式会社クリアサイト 

主催・報告︓⼀般社団法⼈ ⽇本ウオーキング協会 
 
 


